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令和2年度補正予算の概要
新型コロナウイルスの感染拡大に対応するための令和2年度補正予算が、令和2年4月30日（第

1次）、6月12日（第2次）に成立しました。文部科学省関係の第1次、第2次補正予算の概要をお知
らせいたします。詳細の内容については、HPに掲載しておりますので、そちらを御参照ください。

https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/r01/1420672.htm

令和2年度文部科学省第1次補正予算

学校再開に向けた支援

◆学校における感染症対策事業 137億円
学校において、基本的な感染症対策の徹底を図る上で必要となるマスクや消毒液の購入等を支援する。

◆学校等衛生環境改善（トイレ・給食施設等） 106億円
感染症予防の観点から学校施設におけるトイレや給食施設等の整備や体育・スポーツ施設における換気扇

の整備等、衛生環境の改善を推進する。
 公立学校等　57億円　  国立大学等　46億円　  私立学校　3億円

◆学習指導員等の配置 8億円
学年末の未指導分の補習等を行うため、補習等を支援する学習指導員等の追加配置を推進する。

◆子供のための体験活動等への支援（自然・スポーツ・文化） 21億円
新型コロナウイルス感染症の拡大により失われた子供の自然体験活動や運動遊びの機会を創出するととも

に文化芸術に触れる機会の充実を図る。

◆修学旅行の中止や延期に伴うキャンセル料等への支援 6億円
修学旅行の中止又は延期により発生したキャンセル料等について、保護者の経済的な負担軽減を図るため、

財政的な支援を行う。

◆家計が急変した家庭の学生に対する支援 7億円
新型コロナウイルス感染症の影響によって、家計が急変した世帯の学生に対する授業料減免等の支援を実

施する。

◆日本留学試験の円滑な実施 1億円
外国人留学生として、我が国の大学等に入学を希望する者が主に受験する「日本留学試験」を滞りなく実

施するための感染拡大防止策に必要な経費を支援する。

学校休業時における子供たちの「学びの保障」
◆GIGAスクール構想の加速による学びの保障 2 , 292億円
「1人1台端末」の早期実現や、家庭でも繋がる通信環境の整備等、「GIGAスクール構想」におけるハー

ド・ソフト・人材を一体とした整備を加速することで、緊急時においても、ICTの活用により全ての子供たちの
学びを保障できる環境を早急に実現する。

◆大学等における遠隔授業の環境構築の加速による学修機会の確保 27億円
大学・高等専門学校・専修学校において、遠隔授業の設備及び体制の整備を行い、デジタル技術を活用し

た高度な教育が提供できる環境の整備を推進する。

https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/r01/1420672.htm
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感染症研究・大学病院への支援

◆新型コロナウイルス感染症対策のための研究開発の加速 64億円
治療薬やワクチン開発、新たな検査法の確立等に貢献する大学等の研究基盤の強化や新型コロナウイルス

迅速検査システムの開発等を行う。

◆大学病院における患者受入体制の整備 25億円
未知の感染症である新型コロナウイルス感染症を克服するため、大学病院の医療機器等を整備し、必要と

なる高度医療人材を養成する。

◆新型コロナウイルス感染症対策のための国立青少年教育施設の活用 12億円
今後帰国する日本人留学生等を受け入れるため、（独）国立青少年教育振興機構が有する施設のうち、利

便性が良く、規模の大きい施設の既存宿泊室の衛生環境を整える。

スポーツ・文化芸術活動への支援

◆ハイパフォーマンススポーツセンター感染症対策 2億円
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、国立スポーツ科学センターにおいて感染症

の感染拡大防止のための空調設備を整備する。

◆スポーツ・文化芸術への関心と熱意を取り戻すイベントの開催支援 22億円
感染症の拡大防止対策や集客のための広報等への支援を通じ、スポーツイベントの円滑かつ本格的な再開

又は実施を促進する。文化関係団体やフリーランスの芸術家等の公演や展示・展覧会等を開催することによ
り、文化芸術に対する関心を高める。

◆最先端技術を活用した鑑賞環境の改善と文化施設の収益力強化 14億円
舞台芸術において、各分野の特性を活かした新しい鑑賞モデルの実践や、高精細コンテンツを活用した展

覧会等のモデル事業を実践し、文化施設の自律的な運営を促進する。

◆文化施設の再開における感染症対策支援 21億円
文化施設の感染症予防対策等を推進し、公演等再開時の環境整備を支援するほか、時間制来館者システム

の導入を促進し感染リスクの低減を図る。

合計　2 ,763億円

【他省庁と連携する取組】

「コンテンツグローバル需要創出促進事業」 （経産省）
・ コンテンツ関連事業者（伝統芸能含む）に対し、海外展開のためのプロモーションとしての費用の一部を

補助。

「Go To Eventキャンペーン」 （経産省）
・ 一定期間に開催されるイベント・エンターテイメントのチケットを購入した消費者に対し、割引・クーポン

等を付与。

「事業継続に困っている中小・小規模事業者等への支援」  2 . 3兆円 （経産省）
・ 他省庁が行う支援についても、文化芸術をはじめとする幅広い業態の特殊性も踏まえたものとなるよう

協力するとともに、文化芸術関係者の個別のニーズに応じて、具体的にどのような制度が利用できるの
か等、情報提供等を行う。
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令和2年度補正予算の概要

令和2年度文部科学省第2次補正予算

生活に困っている学生等や芸術家・アスリート等の支援

◆困窮学生等に対する支援 153億円
新型コロナウイルス感染症拡大の影響によって、困窮学生が経済的理由により修学を断念することがない

よう、各大学等が行う独自の授業料等の軽減措置を実施するための経費を支援する。

◆文化芸術・スポーツ活動への緊急総合支援 580億円
○文化芸術・スポーツ活動の継続支援 509億円

舞台芸術等の活動自粛を余儀なくされたフリーランスを含む文化芸術・スポーツ関係団体等に対し
て、今後一層の感染対策をはじめとする、活動の継続に向けた積極的取組等に必要な経費を支援し、文
化芸術・スポーツの振興を図る。

○文化芸術収益力強化事業 50億円
舞台芸術等において、各分野の特性を生かした新しい鑑賞環境の確立などの収益力確保・強化の取組

を実践することにより、文化芸術団体の収益構造の抜本的な改革を促進する。

○スポーツイベント再開への支援 20億円
全国規模のスポーツイベントにおける感染症の拡大防止対策、集客のための広報、試合会場の確保等

への支援、及び部活動全国大会の代替地方大会の開催への支援を通じ、スポーツイベントの円滑かつ本
格的な再開又は開催を促進する。

大学や研究者への支援・研究基盤の強化

◆国立大学法人が行う短期借入に対する利子助成 3億円
新型コロナウイルス感染症の重症患者の受入等を進める附属病院を有する国立大学法人が、民間金融機関

から短期借入を行う際の利子を助成することにより、資金調達を支援する。

◆研究現場の環境整備を通じた研究活動の再開・継続への支援 30億円
博士課程学生等が研究活動を速やかに再開・継続できるよう、研究設備の遠隔化・自動化によって実験等

が可能となるような環境の整備を図る。

◆研究現場におけるPCR機器の活用 5億円
新型コロナウイルスの検査体制拡大のため、検査協力を行う大学等に対し、協力による研究計画変更に伴

い新たに生じる費用や、学内での検査体制構築に係る初期投資等の費用を支援する。

児童生徒等や学生の学びの保障

◆臨時休業に伴う児童生徒等の学びの保障 774億円
○学習保障等に必要な人的体制の確保 318億円

臨時休業の長期化や段階的な学校再開を見据え、退職教員や教職課程の学生をはじめとする大学生
等、幅広い人材を雇用し緊急的に追加配置し、子供たちを誰一人取り残すことなく最大限に学びを保障
する。

○学校教育活動再開支援経費 405億円
学校の感染症対策等を徹底しつつ子供たちの学習保障を行うために必要となる新たな試みを支援す

るため、各学校が迅速かつ柔軟に対応することができるよう支援する。

○幼稚園におけるマスク購入等の感染拡大防止に係る支援 30億円
幼稚園における感染症対策の強化を図るため、マスク・消毒液等の購入等や感染症対策を徹底するた

めに必要な業務のかかり増しの経費を支援する。



4 文部科学広報　No.247　2020年6月号

○特別支援学校スクールバス感染症対策支援の拡充 16億円
障害のある幼児児童生徒の安全安心な通学環境を確保するため、特別支援学校のスクールバスにお

ける、感染リスクの低減を図るための取組を支援する。

○日本人学校教育環境整備事業 5億円
日本人学校の児童生徒の学びの保障のため、児童生徒・教師に対する1人1台端末の整備や ICTを活

用した教育体制構築に関する実証事業等を支援する。

◆大学・高専・専修学校の遠隔授業の加速 73億円
新型コロナウイルス感染症の長期化により、実施のニーズがある全ての大学・高等専門学校・専修学校にお

いて、遠隔授業の設備及び体制の整備を行い、デジタル技術を活用した高度な教育が提供できる環境の整備
を推進する。

（令和2年度文部科学省第1次補正予算額27億円と合わせて、計100億円）

合計　1 , 617億円

【他省庁と連携する取組】

大学病院における高度医療提供体制の緊急強化
（新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（厚労省）で対応）

医療従事者が安全・安心に診療に専念できるよう医療安全を確保し新型コロナウイルス感染症診療を行う
ために必要な医療機器や設備等の整備。
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図1　新型コロナウイルス等の感染症予測と対策として
政府の講ずべき施策として回答された割合とその時間変化

注）図の矢印は1%有意性水準による統計的仮説検定の結果、有意差が認められるもの。
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回
答
者
の
年
代
別
と
傾
向
を
見
る
と
、「
研
究
開
発
の

推
進
」を
す
る
べ
き
と
し
た
回
答
者
は
50
か
ら
60
代
が
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
2
）。
世
代
間
に
よ
っ
て
関
心
の

差
は
あ
る
も
の
の
、
全
世
代
に
お
い
て
過
半
数
以
上
の
回

答
者
が
研
究
開
発
の
推
進
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、「
一
般
の
人
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
」を

重
視
す
る
回
答
者
も
50
か
ら
60
代
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す（
図
3
）。
世
代
間
に
よ
っ
て
関
心
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
全
世
代
に
お
い
て
過
半
数
以
上
の
回
答
者
が
、
一
般

の
人
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

政
府
の
講
じ
る
べ
き
施
策
と
し
て「
研
究
開
発
の
推
進
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
の
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北

陸
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
の
9
地
域
別
の

変
化
を
見
る
と
、
今
回
の
調
査（
2
0
2
0
年
3
月
）の
増

加
は
特
に
地
域
偏
在
性
は
な
く
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
に
研

究
開
発
の
推
進
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す（
図
4
）。
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一般の人への分かりやすい情報提供

図2　政府の講じるべき施策として「研究開発の推進」を回答した人の年代別の割合と時間変化

図3　政府の講じるべき施策として「一般の人への分かりやすい情報提供」を回答した人の年代別の割合と時間変化

図4　政府の講じるべき施策として「研究開発の推進」を回答した人の割合（9地域別）の変化
注）図では都道府県別の状況を示しているように見えるが、本分析は地域別に分析したものであり、同一地域内は同じ色としている。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
専
修
学

校
に
お
い
て
遠
隔
授
業
の
導
入
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
以
下
で
は
先
行
し
て
導
入
を
進
め
て
い
る
学
校
の
取

組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

専
修
学
校
の
遠
隔
授
業
の
実
施
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
他

の
学
校
種
と
同
様
、
多
く
の
専
修
学
校
に
お
い
て
も
遠
隔

授
業
が
実
施
、
あ
る
い
は
実
施
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
専
修
学
校
に
お
け
る

遠
隔
授
業
の
取
組
の
具
体
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

専
修
学
校
は
、
実
践
的
な
職
業
教
育
や
専
門
的
な
技
術

教
育
を
行
う
教
育
機
関
で
あ
り
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術

を
、
少
人
数
制
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
直
接
指
導
を
行
い
、

卒
業
後
に
い
わ
ば
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
養

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
実
習
や
演
習
、
企
業

内
実
習
な
ど
の
科
目
の
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
学
校
が
多
い
こ
と

が
特
色
で
す
。
こ
の
よ
う
な
専
修
学
校
の
教
育
の
特
色
ゆ

え
に
、
こ
れ
ま
で
専
修
学
校
に
お
い
て
は
遠
隔
授
業
の
導

入
は
あ
ま
り
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
般
の
状
況
下
で
対
面
を
前
提
と
し
た
授

業
の
実
施
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
4
月
7
日

に
緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ
れ
て
以
降
、
専
門
学
校
に
お
い

て
も
遠
隔
授
業
の
検
討
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

図
1
の
と
お
り
、
専
門
学
校
を
対
象
に
し
た
5
月
11
日

時
点
の
調
査
で
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
と
答
え
た
学
校

が
6
割
強
、
実
施
検
討
中
を
含
め
る
と
8
割
を
超
え
る
学

校
で
遠
隔
授
業
を
実
施
す
る
方
針
と
な
っ
て
お
り
、
4
月

当
初
か
ら
わ
ず
か
1
月
で
実
施
・
検
討
中
の
学
校
が
3
倍

も
伸
び
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
対
応
し

た
ス
ピ
ー
ド
感
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
、
強
固
な
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
専
修
学
校
の
強
み
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ

た
結
果
だ
と
言
え
ま
す
。

専
修
学
校
に
お
け
る
遠
隔
授
業
の
取
組
事
例
集
の

公
表

先
に
紹
介
し
た
調
査
結
果
の「
実
施
検
討
中
」の
専
門
学

校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
実
施
し
て
い
る
」と
答
え
た
多

く
の
専
門
学
校
に
お
い
て
も
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
初
め
て
、
遠
隔
授
業
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
学
と
比
べ
、
専
修
学
校
で
は
I
T
ス
キ
ル
を
有
す
る

教
職
員
が
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
手
探
り
の
状
況
の
中
で
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
こ
と
が
専
修
学
校
関
係
者
か
ら
も
聞
こ
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
修
学
校
の
皆
様
の
参
考
と
な
る

よ
う
、
一
般
社
団
法
人
全
国
専
門
学
校
情
報
教
育
協
会

の
協
力
も
得
て
、
5
月
15
日
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
係
る
専
修
学
校
に
お
け
る
遠
隔
授
業
の
取
組

事
例
集
」を
公
表（
5
月
29
日
に
一
部
更

新
）
し
ま
し
た
。（
U
R
L
：https://

w
w

w
.m

ext.go.jp/content/20200529-
m

xt_kouhou01-000004520_2.pdf

）

専
修
学
校
に
お
け
る
遠
隔
授
業
の
取
組

～
生
徒
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
～

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局 

生
涯
学
習
推
進
課
専
修
学
校
教
育
振
興
室

遠隔授業実施中が4月から5月にかけて大幅に伸び、約8割の
専⾨学校が遠隔授業を既に実施、⼜は実施検討中

4⽉6日時点 4⽉22日時点 5⽉11日時点

遠隔授業
を実施 検討中 遠隔授業

を実施 検討中 遠隔授業
を実施 検討中

7.4％ 16.2％ 28.9％ 48.9％ 63.2％ 21.4％

遠隔授業を
実施 検討中 実施予定は

ない

国立専⾨学校 44.4％ 33.3％ 22.2％ 

公立専⾨学校 42.7％ 41.2％ 16.0％ 

私立専⾨学校 64.8％ 19.9％ 15.2％ 

全　体 63.2％ 21.4％ 15.3％

「新型コロナウイルス感染症対策に関する専門学校における学事日程等の対応状況調査」より
 （令和2年5月13日公表）

図１　専門学校における遠隔授業の実施・検討中の状況

https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
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目
的
に
合
わ
せ
た
ツ
ー
ル
の
活
用
な
ど
遠
隔
授
業
を
行

う
上
で
の
工
夫
や
、
実
習
動
画
で
学
ん
だ
後
、
自
宅
で
調

理
実
習
を
行
い
成
果
物
の
写
真
を
送
付
し
評
価
す
る
と

い
っ
た
実
習
科
目
で
の
取
組
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
P
C
の

貸
与
な
ど
生
徒
の
通
信
環
境
へ
の
配
慮
の
例
な
ど
、
様
々

な
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
25
校
の
専
修
学
校
の
事
例
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
御
参
照
く
だ
さ
い
。

【
5
分
で
わ
か
る
実
践
映
像
】専
修
学
校
の

遠
隔
授
業
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
公
開

○
本
動
画
作
成
の
ね
ら
い

先
に
述
べ
た
通
り
取
組
事
例
集
の
公
表
は
い
た
し
ま
し

た
が
、
初
め
て
遠
隔
授
業
に
取
り
組
む
学
校
に
と
っ
て
は
、

活
字
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
な
か
な
か
伝
わ
り
づ
ら
い
面
も

あ
る
こ
と
や
、
各
学
校
が
遠
隔
授
業
で
用
い
て
い
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
活
字
で
の
説
明
で
は
限
界
が
あ
っ

た
た
め
、
主
に
事
例
集
に
取
り
上
げ
た
学
校
の
中
か
ら
8

校
の
専
修
学
校
の
協
力
を
得
て
、
遠
隔
授
業
を
行
う
上
で

の
工
夫
や
、
講
義
や
実
習
な
ど
の
科
目
で
の
取
組
、
生
徒

の
通
信
環
境
等
へ
の
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
動
画
で
紹
介
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

御
協
力
い
た
だ
い
た
各
専
修
学
校
で
は
、
校
務
御
多
忙

の
中
、
一
週
間
足
ら
ず
と
い
う
短
期
間
の
中
で
、
動
画
を

作
成
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
動
画
は「
原
則
5
分
以
内
」と

時
間
制
限
を
か
け
て
御
依
頼
し
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
取

組
を
御
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
の
方
に
御
覧
い
た
だ

き
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
不
可
欠
だ
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

こ
う
し
て
、
専
修
学
校
の
皆
様
と
文
部
科
学
省
に
よ
る

初
の
合
作
動
画「
専
修
学
校
の
遠
隔
授
業
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
」が
5
月
29
日
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。（
U
R
L
：

https://w
w

w
.youtube.com

/playlis
t?list=PLGpGsGZ3lm

bBM
M

3Fnb
N

fFyeISp1hnSGFn

）

本
稿
で
は
誌
面
の
都
合
上
、
動
画
で
取
り
上
げ
て
い
る

8
校
の
取
組
の
う
ち
4
校
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
御
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
本
分
析
化
学
専
門
学
校

こ
の
学
校
で
は
、
授
業
開
始
の
1
週
間
前
に
遠
隔
授
業

の
実
施
に
向
け
た
実
態
調
査
を
行
い
、
準
備
を
行
う
な
ど
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
遠
隔
授

業
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
遠
隔
授
業
を
行
う
上
で
の
工
夫
】

授
業
開
始
時
は
、
生
徒
に
場
所
を
共
有
で
き
な
い
分
、

時
間
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
多

少
時
間
を
要
す
る
も
の
の
点
呼
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
日
、
校
長
や
担
任
か
ら
生
徒
に
対
し
、
専
用
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
し
、
生

徒
に
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

【
実
習
科
目
で
の
工
夫
】

遠
隔
授
業
で
は
実
験
器
具
を
実
際
に
扱
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
教
員
が
実
験
の
様
子
を
画
面
の
前
で
大
き
く

映
し
な
が
ら
演
示
し
、
登
校
日
に
は
三
密
を
避
け
な
が
ら

実
験
室
で
実
際
の
実
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
生
徒
へ
の
支
援
】

申
請
が
あ
れ
ば
、
校
内
の
図
書
資
料
室
で
録
画
し
た
授

業
の
視
聴
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

W
e
b
個
別
面
談
を
実
施
し
た
り
、
教
員
が
求
人
企
業
の

紹
介
を
す
る
動
画
を
作
成
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
生
徒

の
学
習
面
や
生
活
面
、
就
職
な
ど
の
不
安
を
解
消
す
る
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図2　新型コロナウイルス感染症対応に係る専修学校における
遠隔授業の取組事例集

遠隔授業で教員が実験を演示している様子

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbBMM3FnbNfFyeISp1hnSGFn
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbBMM3FnbNfFyeISp1hnSGFn
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbBMM3FnbNfFyeISp1hnSGFn
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○
九
州
技
術
教
育
専
門
学
校（
高
等
課
程
）

こ
の
学
校
で
は
、
一
斉
臨
時
休
業
要
請
が
発
表
さ
れ
た

翌
日
の
2
月
28
日
に
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
、
生
徒

全
員
に
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
休
業
期
間
を
設

け
る
こ
と
な
く
、
3
月
2
日
か
ら
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム

「Google M
eet

」を
利
用
し
た
同
時
双
方
向
型
授
業
を
全

開
講
科
目
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
遠
隔
授
業
導
入
に
際
し
て
の
取
組
】

各
教
室
に
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
1
台
ず
つ
準
備
し
、

I
T
ス
キ
ル
の
低
い
先
生
は「
い
つ
も
通
り
の
授
業
を
カ
メ

ラ
の
前
で
す
る
だ
け
」と
い
う
環
境
を
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
共
有
フ
ォ
ル
ダ
を
利
用
し
た
資
料
の
配
布
、

W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
へ
の
常
時
接
続
、
毎
朝
の
通
信
状

況
や
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
等
の
環
境
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

早
期
の
遠
隔
授
業
導
入
を
推
進
さ
れ
た
、
赤
山
校
長
先

生
は
、「
生
徒
も
先
生
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
慣
れ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。」と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
遠
隔
授
業
を
行
う
上
で
の
工
夫
】

iPad

や
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
ア
プ
リ
で
の
説
明
、Google

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た

問
題
演
習
・
自
動
採
点
、
画
面
共
有
や
リ
モ
ー
ト
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
機
能
を
利
用
し
た
資
料
の
提
示
・
操
作
サ
ポ
ー
ト
、

Google Classroom

を
利
用
し
た
課
題
の
提
示
・
生
徒
か

ら
の
課
題
提
出
等
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
徒
へ
の
支
援
】

パ
ソ
コ
ン
の
貸
与
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
少
数

の
生
徒
の
み
登
校
を
許
可
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
面
談

の
実
施
、Google

ハ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
よ
る
チ
ャ
ッ
ト
で
の
質

問
・
相
談
の
対
応
、
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
ク
ラ
ス
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
7
割
の
生
徒
が
普

段
の
授
業
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
わ
か
り
や
す
い
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

【
保
護
者
へ
の
情
報
伝
達
】

保
護
者
用
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
遠
隔
授
業
へ

の
切
り
替
え
の
説
明
や
感
染
症
対
策
の
内
容
等
を
随
時
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
日
本
医
学
柔
整
鍼
灸
専
門
学
校

こ
の
学
校
で
は
、
遠
隔
授
業
の
導
入
か
ら
実
際
の
運
用

開
始
ま
で
、
幹
部
教
職
員
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の

実
体
験
、
課
題
と
対
応
策
の
検
討
、
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
Z
O
O
M
を
使
っ
た
模
擬
授
業
の
実
施
、
生
徒
向
け

の
試
行
実
施
な
ど
手
順
を
追
っ
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
遠
隔
授
業
を
行
う
上
で
の
工
夫
】

遠
隔
授
業
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
Z
O
O
M
を
選

択
し
た
理
由
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
1
台
で
も
参
加
可

能
で
あ
る
こ
と
、
生
徒
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
不
要
で

あ
る
こ
と
、
他
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
デ
ー

タ
通
信
料
が
少
な
い
こ
と
な
ど
、
生
徒
の
負
担
が
少
な
い

こ
と
が
一
番
の
決
め
手
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
操
作
補
助
や
受
講
状
況
チ
ェ
ッ
ク
等
の
た
め
全
て

の
授
業
に
補
助
教
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

【
授
業
科
目
の
工
夫
】

全
4
期
の
う
ち
第
1
期
を
遠
隔
授
業
に
充
て
る
な
ど
時

間
割
が
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
第
1
期
の

実
技
科
目
を
第
2
期
以
降
に
後
ろ
倒
し
す
る
一
方
、
難
易

度
の
高
い
科
目
が
集
中
し
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
一
部
の
講

義
科
目
を
第
1
期
に
前
倒
す
る
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

動画内で説明を行う赤山聖子校長

オンライン授業に関する学生向けマニュアル
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○
専
門
学
校
Y
I
C
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校

こ
の
学
校
で
は
、
4
月
初
旬
に
準
備
を
開
始
し
、
ま

ず
、M

oodle

を
用
い
て
説
明
資
料
や
課
題
の
提
示
を
行
う

こ
と
か
ら
開
始
し
、
5
月
よ
り
Z
O
O
M
とM

oodle

を

同
時
に
用
い
た
双
方
向
型
の
遠
隔
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
実
習
科
目
で
の
工
夫
】

学
校
再
開
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
実
技
科
目
の
授
業
が
行
え

る
よ
う
、
事
前
に
実
技
に
関
す
る
動
画
を
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

配
信
し
、
生
徒
に
予
習
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
養
成
所
で
の
工
夫
】

医
療
機
関
で
の
臨
床
実
習
は
学
校
再
開
後
に
校
内
実
習

で
代
替
し
、
医
療
機
関
の
見
学
実
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
後
に
実
施
す
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
組

み
換
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
生
徒
へ
の
支
援
】

遠
隔
授
業
開
始
前
に
生
徒
に
通
信
環
境
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
を

所
有
す
る
生
徒
や
通
信
制
限
の
あ
る
生
徒
が
い
た
た
め
、

説
明
資
料
は
動
画
を
控
え
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
資
料

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
教
材
を
低
容
量
化
し
、
P
C
の

な
い
生
徒
や
通
信
制
限
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
専
修
学
校
に
お
け
る
遠
隔
授
業
の
展
望

専
修
学
校
の
遠
隔
授
業
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
く
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は
多
く
の
専
修

学
校
の
皆
さ
ん
が
遠
隔
授
業
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
さ
れ
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
早
く
お
届
け
し
た
い
と

思
い
企
画
し
た
も
の
で
す
。

使
用
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
選
ん
だ
決
め
手
、

遠
隔
授
業
導
入
ま
で
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
、
遠
隔
授
業
を
効

果
的
に
行
う
た
め
の
工
夫
、
授
業
計
画
の
見
直
し
の
具
体
、

授
業
の
様
子
、
そ
し
て
教
材
の
低
容
量
化
、
パ
ソ
コ
ン
や

ル
ー
タ
の
無
料
貸
し
出
し
な
ど
生
徒
の
通
信
環
境
の
配
慮

な
ど
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
行
っ
て
い
る
遠
隔
授
業
の
質
の
向
上
や
、
遠
隔
授

業
の
導
入
を
具
体
化
す
る
上
で
、
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
の
学
校
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
と
し
て
は
、「
ま

ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み
る
」と
い
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
動
画
の
中
で
、「
遠
隔

授
業
の
導
入
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
設
備
や
I
T
リ
テ

ラ
シ
ー
で
は
な
く
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
す
る
空

気
感
だ
っ
た
。」と
述
べ
て
い
る
学
校
や
、
校
長
先
生
自
ら
、

「
い
つ
も
通
り
の
授
業
を
カ
メ
ラ
の
前
で
や
る
だ
け
。」と
遠

隔
授
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
て
お

ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
生
徒
か
ら
の
遠
隔
授
業
の
理
解
度
や
学
校
の
対

応
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
と
り
、
極
め
て
高
い
評
価
を
得

て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
先

生
方
の
き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
や
、
生
徒
の
不
安
払
拭

の
た
め
の
日
ご
ろ
か
ら
の
御
努
力
、
学
校
と
生
徒
と
の
信

頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

5
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、「
新
し
い
生
活
様
式
」を
前
提
と
し
た
教
育
活
動
は
当

面
続
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
第
2
波
、
第
3

波
に
備
え
る
た
め
に
も
、
専
修
学
校
の
生
徒
の
学
び
を
止

め
な
い
た
め
に「
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」と
し
て
遠

隔
授
業
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
た
後

に
お
い
て
も
遠
隔
授
業
は
必
要
な
ツ
ー
ル
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
も
、
第
一
次
補
正
予
算
に
引
き
続
き
、

第
二
次
補
正
予
算
に
お
い
て
も
遠
隔
授
業
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
環
境
整
備
を
支
援
し
、
実
施
の
ニ
ー
ズ
の
あ
る

専
門
学
校
、
高
等
専
修
学
校
で
遠
隔
授
業
が
実
施
で
き
る

環
境
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
文
部
科
学
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
特
設
サ
イ
ト
に
随
時
、
必
要
な
情
報
を
掲
載
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
に
目
を
通
さ
れ
た
皆
様
、

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
是
非
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

ZOOMによる遠隔授業の中で
Moodle（eラーニングシステム）を使い教育効果の向上を図る
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近
年
、
世
間
に
も
広
が
り
始
め
た「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」

「
学
び
直
し
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
、
本
パ
ー
ト
で
は
こ
れ
ら

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
、
文
科
省
で
社
会
人

の
学
び
を
応
援
す
る
二
つ
の
施
策
を
御
紹
介
し
ま
す
。

「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」・「
学
び
直
し
」の
意
義
・
背
景

近
年
の
、
我
が
国
に
お
け
る「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」「
学

び
直
し
」に
関
す
る
議
論
は
平
成
29
年
に
行
わ
れ
た「
人
生

1
0
0
年
時
代
構
想
会
議
」に
お
い
て
端
を
発
し
ま
し
た
。

人
生
1
0
0
年
時
代
や
技
術
革
新
の
進
展
が
予
想
さ

れ
るSociety 5.0

の
到
来
な
ど
、
経
済
社
会
の
大
き
な
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
個
々
人
が
人
生
を
再
設
計
し
、
社

会
人
が
学
び
直
し
を
通
じ
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
を
可
能
と
す
る
能
力
・
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
学
び

方
や
働
き
方
、
そ
し
て
生
活
様
式
も
変
わ
っ
て
い
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に「
変
化
に
対
応
で
き
る
力
」は
重
要
視
さ

れ
て
き
ま
す
。
本
記
事
で
は「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
に
必
要
な
力
」「
変
化
に
対
応
で
き
る
力
」等
を
身

に
付
け
る
た
め
の
一
助
に
な
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
二
つ
ほ
ど
御
紹
介
し
ま
す
。

社
会
人
の
学
び
の
情
報
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
た

実
践
研
究

〜
社
会
人
の
学
び
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
マ
ナ
パ
ス
」〜

〇
事
業
の
概
要

平
成
30
年
度「
生
涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」で
は

お
よ
そ
4
割
の
方
が「
社
会
人
と
な
っ
た
後
に
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の
学
校
で
学
習
し
た

こ
と
が
あ
る
、
若
し
く
は
意
欲
が
あ
る
」と
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
人
が
大
学
な
ど
で
学
習
し
や
す
く
す
る

た
め
に
必
要
な
取
組
と
し
て
、「
学
習
に
関
す
る
情
報
を
得

る
機
会
の
拡
充
」と
い
う
回
答
が
4
分
の
1
程
度
あ
り
ま
し

た
。学

ぶ
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
学
び
に
関
す
る
情
報
へ
の

接
触
機
会
の
不
足
が
原
因
で
大
学
等
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
講
す
る
こ
と
ま
で
繋
が
り
に
く
い
、
そ
の
よ
う
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
本
事
業
は
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
事
業
の
一
つ
の
大
き
な
目
玉
が
大
学
等
に
お

け
る
学
び
直
し
講
座
や
支
援
に
関
す
る
情
報
を
総
合
的
に

発
信
す
る
社
会
人
の
学
び
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
マ
ナ
パ
ス
」

を
通
じ
て
行
う
情
報
発
信
で
す
。

〇
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
マ
ナ
パ
ス
」の
概
要

昨
年
4
月
に
開
設
さ
れ
、
今
年
2
月
末
時
点
で
は
大

学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
に
お
け
る
社
会
人
向
け
講
座
や

放
送
大
学
、
J
M
O
O
C
の
講
座
等
合
計
4
，3
5
2
の

講
座
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。（
U
R
L
：https://m

an
apass.jp/

）

講
座
検
索
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
学
ぶ
場
所
、
学
校
種
、
教
育
課
程
、
金
額
と
い
っ
た

情
報
を
は
じ
め
、
土
日
・
平
日
夜
間
開
講
、
奨
学
金
や
給

付
金
制
度
の
有
無
、e- learning

等
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の

活
用
有
無
と
い
っ
た
各
自
の
希
望
に
沿
っ
た
条
件
検
索
も

充
実
し
て
お
り
ま
す
。

（
写
真
1
）「
マ
ナ
パ
ス
」の
検
索
画
面

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
施
策
～
社
会
人
の
学
び
の
応
援
～

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
職
業
教
育
推
進
係

「マナパス」の検索画面

https://manapass.jp/
https://manapass.jp/
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ま
た
、「
女
性
活
躍
」、「Society 5.0

」と
い
っ
た
社
会

的
に
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
と「
学
び
直
し
」を
掛
け
合
わ
せ
た

特
集
記
事
に
加
え
て
、
性
別
や
年
代
を
問
わ
ず
様
々
な

背
景
を
持
っ
た
方
々
の
学
び
直
し
に
関
す
る
修
了
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
新
着
情
報
や

様
々
な
講
座
情
報
に
つ
い
て
定
期
的
に
情
報
を
発
信
す
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も
配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
大
学
等
教
育
機
関
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
社
会
人
向
け
の
正
規
課
程
や
履
修
証
明
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
公
開
講
座
の
情
報
掲
載
も
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
登
録
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
学
び
直
し
を
目
指
す
方
々
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
情
報
を
配
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
少
し
で
も
多

く
の
方
が
学
び
直
し
を
通
じ
て
自
己
の
能
力
や
ス
キ
ル
の

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
に
引
き

続
き
サ
イ
ト
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
次
第
で

す
。

職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業（
B
P
）に

つ
い
て

〇
事
業
の
概
要

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
正

規
の
課
程
と
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
主
に
社
会
人
を

対
象
と
し
た
実
践
的
・
専
門
的
な
課
程
を「
職
業
実
践
力

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
B
P
）」と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
認

定
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
創
設
さ
れ
、
毎
年
新
た

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
5
月
時

点
に
お
い
て
は
計
2
8
2
課
程
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

認
定
し
て
い
る
課
程
の
特
徴
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で

す
。（
認
定
可
否
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し

て
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。）

・ 

修
得
可
能
な
能
力
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
設
定

・ 

関
連
分
野
の
企
業
等
民
間
団
体
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

・ 

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
に
履
修
証
明
書
が
交

付
・ 

実
務
家
教
員
や
関
連
企
業
と
連
携
し
た
授
業
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
等
実
践
を
伴
っ
た
科
目
で
構
成

・ 

週
末
・
夜
間
開
講
、
集
中
講
義
、
I
T
活
用
等
社
会
人

が
受
講
し
や
す
い
環
境
を
整
備
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
有
す
る
幾
つ
か
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
御
紹
介
し
ま
す
。

〇
筑
波
大
学「
放
射
線
災
害
専
門
ス
タ
ッ
フ
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（https://ram

sep.m
d.tsukuba.ac.jp/kyoiku_

program
/rishushom

ei_program

）

本
課
程
は
平
成
30
年
4
月
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
年
に

B
P
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
線
災
害
の
あ
ら
ゆ
る
時

相（
災
害
発
生
時
の
緊
急
被
ば
く
医
療
か
ら
復
興
期
の
健

（参考１）公開講座の情報掲載方法

大学、専修学校等 マナパス運営事務局

①文部科学省へ連絡 ②フォーマット提供

③フォーマット入力・提出 ④マナパスへ登録

⑥講座情報の運営管理 ⑤講座管理用 ID発行

（参考2）メールマガジンの登録方法

マナパスにアクセス
（https://manapass.jp/）

登録フォームに入力

登録完了メールが届く
（登録完了）

（参考3）ページアクセス数ランキング
＊2019年5月1日～2020年4月30日

順位 タイトル アクセス数

１ このサイトについて 2,630

２ 修了生インタビュー 1,919

３ 学習者・企業への支援制度 859

４ 早稲田大学　講座・課程詳細
人間科学部通信教育課程

816

５ 修了生インタビュー
いとうまい子さん

664

https://ramsep.md.tsukuba.ac.jp/kyoiku_program/rishushomei_program
https://ramsep.md.tsukuba.ac.jp/kyoiku_program/rishushomei_program
https://manapass.jp/
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ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
で
の
授
業
時
や
通
学

時
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、

4
月
21
日（
火
）よ
り
開
講
の
際
、
2
0
2
0
年
度
春
学

期
の
授
業
を
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

〇
電
気
通
信
大
学「
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（https://w

w
w

.w
ebsys.edu.uec.ac.jp/

）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
年
4
月
よ
り
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
w
e
b
技
術
」、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

の
3
分
野
か
ら
な
る
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
体
系
的
に
理
解

し
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
か
ら
構
築
・
運
営
ま
で
の
広
範
な
知

識
を
学
び
、
組
織
内
で
の
技
術
的
・
技
能
的
指
導
に
活
か

す
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
養
成
を
目
指
し

ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
構
成

み
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
実
習
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ま

で
のe-learning

コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
の
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
、
安

定
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
実
習
が
実
施
可
能
で
す
。

〇
法
政
大
学
大
学
院「
政
策
創
造
研
究
科
政
策
創
造
専
攻

修
士
課
程
」（http://chiikizukuri.gr.jp/

）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
20
年
に
開
設
さ
れ
、
平
成
28

年
に
B
P
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
で
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
実
現
す
る
革
新
的
な
政
策
を
研
究
・
デ
ザ
イ
ン

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
3
分
野（
経
済
・
社

会
・
雇
用
創
造
群
、
文
化
・
都
市
・
観
光
創
造
群
、
地
域

産
業
・
企
業
創
造
群
）に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
総

合
的
、
具
体
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
政
策
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
、
産
業
創
出
を
担
う
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
に
該
当
す
る
職
業（
国
、
自
治
体
、
企
業
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
、
起
業
家
等
）と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
必
修
科
目
で
政
策
分
析

や
政
策
デ
ザ
イ
ン
の
学
問
的
基
礎
を
学
び
、
選
択
必
修
科

目
で
自
治
体
、
N
P
O
、
企
業
と
連
携
し
た
政
策
形
成
及

び
問
題
解
決
実
習
を
行
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
で
は

各
領
域
の
専
門
的
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
演

習
で
は
学
生
同
士
で
自
身
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
、
指
導
教
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
最
終

的
に
自
身
の
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
に
関
す
る
修
士
論
文
作

成
を
通
じ
て
、
学
修
の
総
仕
上
げ
を
行
い
ま
す
。

社
会
人
が
受
講
し
や
す
い
工
夫
と
し
て
は
、
夜
間
・
週

末
開
講
、
夏
期
の
集
中
講
義
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
個

別
相
談
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

康
管
理
ま
で
）に
お
い
て
、
専
門
知
識
と
技
術
を
持
っ
て

広
く
活
動
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
限
ら
ず
、
災
害
に
関
連
す
る
専
門

職
、
事
務
関
係
者
等
、
専
門
知
識
を
持
た
な
い
者
に
対
し

て
も
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
指
導
的
立
場
で
活
躍
で
き
る
能
力

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

放
射
線
災
害
で
必
要
と
な
る
基
礎
的
知
識
か
ら
専
門
的

知
識
ま
で
を
体
系
的
に
構
成
し
たe- learning

講
義
、
対

面
講
義
、
実
践
的
な
演
習
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
放
射

線
災
害
時
に
対
応
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
が
受
講
し
や
す
い
工
夫
と
し
て
講
義
4

科
目
80
時
間
はe- learning

に
よ
り
提
供
、
演
習（
ス

ク
ー
リ
ン
グ
）40
時
間
の
日
程
は
休
日
に
設
定
す
る
ほ
か
、

仕
事
に
よ
り
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
ビ
デ
オ
教
材
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
鑑

「放射線災害専門スタッフ養成プログラム」の様子

「政策創造研究科政策創造専攻修士課程」のゼミ活動の様子

https://www.websys.edu.uec.ac.jp/
http://chiikizukuri.gr.jp/
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と
で
自
宅
や
職
場
で
の
受
講
を
可
能
に
す
る
こ
と
や
、
演

習
や
実
習
と
い
っ
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
必
要
な
講
座
は
原
則

土
曜
日
に
開
講
し
、
大
学
拠
点
を
選
ん
で
受
講
で
き
る
よ

う
拠
点
間
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
し
、
各
拠
点
に
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Z
O
O
M
を
使
っ
た
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
オ
リ
エ
テ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
遠
隔
実

施
、Chatw

ork

に
よ
る
受
講
者
同
士
・
講
師
・
メ
ン
タ
ー

に
よ
る
質
問
対
応
や
、
受
講
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
時
間
以
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
進
行
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
取
組
と
し
て
は
、
元
々
、
受
講

の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
手
続
も
含
め
、
科
目
の

約
七
割
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
る
た
め
影
響
は
少
な

く
、
大
半
は
平
常
ど
お
り
運
営
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
に
つ

い
て
は
、
自
宅
で
も
受
講
可
能
と
す
る
た
め
に
、
指
定
す

る
P
C
環
境
が
準
備
で
き
る
受
講
生
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
講
へ
と
変
更
し
た
科
目
、
受
講
者
へ
の
実
習
機
材
の

貸
出
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
講
へ
と
変
更
し
た
科
目
、
単
純

に
実
施
時
期
を
延
期
し
た
科
目
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
年
度
や
学
期
を
ま
た
ぎ
、
複
数
期
の
修
了
科
目

の
累
積
に
よ
っ
て
修
了
認
定
を
行
う
制
度
に
改
定
し
た
こ

と
で
、
延
期
に
よ
っ
て
受
講
者
の
修
了
認
定
に
影
響
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
講
義
実
施
で
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
受
講
者
の
接
続
に
不
具
合
が
生
じ
て
講
義
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
事

前
に
接
続
テ
ス
ト
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
、
Z
O
O
M
接

続
で
問
題
が
生
じ
た
際
の
連
絡
手
段
と
し
てChatw

ork

〇
北
九
州
市
立
大
学「enP

iT-everi

社
会
人
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（https://enpit-everi.jp

）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
31
年
4
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
のenPiT

- Pro

事
業
の
採
択
を
受
け
た
、
北

九
州
市
立
大
学
、
九
州
工
業
大
学
、
熊
本
大
学
、
宮
崎
大

学
、
広
島
市
立
大
学
に
よ
る
社
会
人
向
け
の
実
践
的
な
高

度
情
報
技
術
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

九
州
・
中
国
地
方
の
特
色
あ
る
産
業
を
対
象
と
し
て
、

幅
広
い
分
野
を
大
学
連
携
で
補
完
し
合
い
、
地
元
企
業
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
力
し
な
が
ら
I
o
T
活
用
事
例
や

情
報
技
術
の
専
門
知
識
を
学
修
し
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た

め
の
実
践
的
演
習
を
行
い
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

な
ど
の
新
た
な
情
報
技
術
の
知
識
と
技
能
の
習
得
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
製
造
業
や
介
護
産

業
等
様
々
な
分
野
に
関
す
る
事
例
講
義
に
よ
り
A
I
、

I
o
T
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
例
を
学
び
、
そ
の
中
で
デ
ザ

イ
ン
思
考
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
思
考
を
学
ぶ
と
と
も
に
地
域
課

題
を
テ
ー
マ
に
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
受
講
生
や
地
域
の

方
々
と
議
論
す
る
こ
と
を
通
じ
て
発
展
的
な
チ
ー
ム
の
作

り
方
に
つ
い
て
も
学
修
し
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
画
像
処
理
・
シ
ス
テ
ム
制
御
等
に
関
す
る

体
系
的
な
知
識
に
関
す
る
講
義
を
通
じ
て
、
情
報
通
信
・

信
号
処
理
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
・
も
の
づ
く
り
な
ど
の
基

本
的
な
技
能
を
習
得
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
践
的
な
ラ
ボ

演
習
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
新
し
い
情
報
技
術

に
関
す
る
知
識
を
体
系
的
に
理
解
し
、
実
際
の
現
場
で
活

用
す
る
た
め
技
能
を
総
合
的
に
習
得
で
き
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

社
会
人
が
受
講
し
や
す
い
工
夫
と
し
て
は
、
講
座
に
つ

い
て
は
V
O
D
や
オ
ン
ラ
イ
ン
科
目
を
多
数
提
供
す
る
こ

す
る
分
野
の
基
礎
的
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
に
加
え
、

サ
ー
バ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
運
用
演
習
、
w
e
b 

U
I

／
U
X
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
、D

jango

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
演
習
、Python

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
演
習
等
を
通
じ
て
実
践
的
な
最
新
の
知
識
・

技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
人
が
受
講
し
や
す
い
工
夫
と
し
て
は
、
夜
間
・
休

日
開
講
やe- learning
等
の
活
用
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
取
組
と
し
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン（
Z
O
O
M
）を
用
い
た
授
業
、
授
業
時
間
中
及
び
時

間
外
の
受
講
者
か
ら
担
当
講
師
へ
のSlack
を
用
い
た
質
問

体
制
の
整
備
、
録
画
し
た
講
義
の
配
信
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

「ウェブシステムデザインプログラム」の様子

https://enpit-everi.jp
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に
よ
る
受
講
者
と
の
や
り
取
り
を
定
着
さ
せ
て
お
く
こ
と
で

早
期
に
ト
ラ
ブ
ル
解
決
す
る
こ
と
に
配
慮
し
、
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「enPiT- everi社会人リカレント教育プログラム」の様子



16 文部科学広報　No.247　2020年6月号

令
和
２
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
人
事
課

令
和
2
年
春
の
叙
勲

令
和
2
年
春
の
叙
勲
が
4
月
29
日
付
で
発
令
さ
れ
、

4 

，1
8
1
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
関
係
の
受
章
者
は
、
7
4
2
名
で
、
そ
の

う
ち
重
光
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
瑞
宝
重
光
章
・
5
名

◇
石
田　

寛
人（
い
し
だ　

ひ
ろ
と
）

　

元　

科
学
技
術
事
務
次
官

◇
苧
阪　

直
行（
お
さ
か　

な
お
ゆ
き
）

　

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員

◇
柏
原　

正
樹（
か
し
わ
ら　

ま
さ
き
）

　

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員

◇
御
牧　

克
己（
み
ま
き　

か
つ
み
）

　

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員

◇
青
木　

保（
あ
お
き　

た
も
つ
）

　

元　

文
化
庁
長
官

令
和
2
年
春
の
褒
章

令
和
2
年
春
の
褒
章
が
4
月
29
日
付
で
発
令
さ
れ
、

6
8
2
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
、
文
部
科

学
省
関
係
の
受
章
者
は
27
名
で
す
。
受
章
者
は
次
の
方
々

で
す
。

◆
紫
綬
褒
章
・
19
名

◇
佐
藤　

卓
巳（
さ
と
う　

た
く
み
）

　
 （

筆
名　

佐
藤　

卓
己
）　

京
都
大
学
教
授　

人
文
社

会
情
報
学

◇
德
田　

恵
一（
と
く
だ　

け
い
い
ち
）

　

名
古
屋
工
業
大
学
教
授　

音
声
情
報
学

◇
圦
本　

尚
義（
ゆ
り
も
と　

ひ
さ
よ
し
）

　

北
海
道
大
学
教
授　

宇
宙
惑
星
科
学

◇
山
内　

薫（
や
ま
の
う
ち　

か
お
る
）

　

東
京
大
学
教
授　

物
理
化
学

◇
杉
山　

淳
司（
す
ぎ
や
ま　

じ
ゅ
ん
じ
）

　

京
都
大
学
教
授　

木
質
科
学

◇
川
上　

憲
人（
か
わ
か
み　

の
り
と
）

　

東
京
大
学
教
授　

公
衆
衛
生
学

◇
森　

正
樹（
も
り　

ま
さ
き
）

　

九
州
大
学
教
授　

消
化
器
外
科
学
・
腫
瘍
学

◇
安
島　

雄
一
郎（
あ
じ
ま　

ゆ
う
い
ち
ろ
う
）

　

 

富
士
通（
株
）プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
本
部
シ
ス
テ
ム
開

発
統
括
部
シ
ニ
ア
ア
ー
キ
テ
ク
ト　

発
明
改
良

◇
宇
野　

智
裕（
う
の　

と
も
ひ
ろ
）

　

 

日
本
製
鉄（
株
）
技
術
開
発
本
部
先
端
技
術
研
究
所

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
上
席
主
幹
研
究
員　

発
明

改
良

◇
梅
林　

拓（
う
め
ば
や
し　

た
く
）

　

 

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）第
1

研
究
部
門
7
部
統
括
部
長　

発
明
改
良

◇
鈴
木　

康
司（
す
ず
き　

こ
う
じ
）

　

ア
サ
ヒ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
ア
ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

　

理
事
フ
ェ
ロ
ー　

発
明
改
良

◇
永
原　

肇（
な
が
は
ら　

は
じ
め
）

　

 

元　

旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ（
株
）取
締
役
兼
常
務
執
行
役

員
研
究
開
発
管
掌　

発
明
改
良

◇
篠
田　

節
子（
し
の
だ　

せ
つ
こ
）

　

小
説
家

◇
稲
垣　

直
子（
い
な
が
き　

な
お
こ
）

　
（
芸
名　

藤
山　

直
美
）　

俳
優

◇
山
村　

武（
や
ま
む
ら　

た
け
し
）

　
（
芸
名　

山
村　

友
五
郎
）　

日
本
舞
踊
家

◇
花
岡　

宏
行（
は
な
お
か　

ひ
ろ
ゆ
き
）

　
（
芸
名　

春
風
亭
小
朝
）　

落
語
家
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◇
田
中　

良
和（
た
な
か　

よ
し
か
ず
）

　
 （

芸
名　

鶴
澤　

清
介
）　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
三
味
線

演
奏
家（「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」（
総
合
認
定
）保
持
者
）

◇
奥
井　

美
奈（
お
く
い　

み
な
）

　

漆
芸
作
家

◇
川
口　

清
三（
か
わ
ぐ
ち　

せ
い
ぞ
う
）

　

木
工
芸
作
家

◆
藍
綬
褒
章
・
1
名

◇
佐
山　

泰
朗（
さ
や
ま　

や
す
あ
き
）

　
（
学
）佐
山
学
園
理
事
長

◆
黄
綬
褒
章
・
6
名

◇
渡
邉　

充
夫（
わ
た
な
べ　

み
つ
お
）

　

宝
文
堂
書
店
代
表
者　

教
科
書
供
給
業

◇
西
川　

眞
清（
に
し
か
わ　

ま
す
み
）

　
（
資
）童
心
堂
書
店
代
表
社
員　

教
科
書
供
給
業

◇
佐
藤　

洋（
さ
と
う　

ひ
ろ
し
）

　
（
株
）総
商
さ
と
う
会
長　

教
科
書
供
給
業

◇
上
半　

文
昭（
う
え
は
ん　

ふ
み
あ
き
）

　

 （
公
財
）鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
鉄
道
力
学
研
究
部
部

長　

考
案
改
良

◇
長
峰　

勝（
な
が
み
ね　

ま
さ
る
）

　

元（
株
）長
峰
製
作
所
代
表
取
締
役　

考
案
改
良

◇
高
池　

克
明（
た
か
い
け　

か
つ
あ
き
）

　

歌
舞
伎
衣
裳
着
付
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◆
緑
綬
褒
章
・
1
名

◇
安
井　

泰
子（
や
す
い　

や
す
こ
）

　

社
会
奉
仕
活
動
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文部科学省総合教育政策局 地域学習推進課

子供の読書活動の推進
～4月23日は「子ども読書の日」～

子供の読書活動の推進

読書は、子供にとって、言葉を学び、感性を磨き、
表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより
深く生きる力を身に付ける上で欠かせないものです。
「子どもの読書活動の推進に関する法律」では、国

民の間に広く子供の読書活動について関心と理解を
深めるとともに、子供が積極的に読書活動を行う意
欲を高めるため、「子ども読書の日」を設けること、「子
ども読書の日」は、4月23日とすること、国及び地方
公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事
業を実施するよう努めなければならないとされていま
す。そのことにより、国民の間に広く子供の読書活動
について関心と理解を深めるとともに、施策の総合的
かつ計画的な推進を図り、もって子供の健やかな成
長に資することを目的としています。

子ども読書の日

国民の間に広く子供の読書活動について関心と理
解を深め、子供の読書活動を推進するために、「子ど
も読書の日」を広く周知するとともに、特色ある優れ
た取組を行っている学校・図書館・民間団体等を表彰
しています。

子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体
（個人）表彰

文部科学省では、平成14年度から、国民の間に広
く子供の読書活動について関心と理解を深めるととも
に、子供が積極的に読書活動を行う意欲を高める活
動について優れた取組を行っている学校、図書館及
び団体（個人）を表彰しています。今年度は、優秀実
践校135校、優秀実践図書館46館、優秀実践団体

（個人）47団体（名）が表彰されました。

文部科学省では、例年独立行政法人国立青少年教
育振興機構との共催で、「子ども読書の日」（4月23
日）を記念し、「子どもの読書活動推進フォーラム」を
開催しており、併せて、文部科学大臣表彰の表彰式
を行っております。表彰式は、全国から子供の読書
活動に関わる方々の参加のもと、開催されており、表
彰状の授与も行われますが、前述の「子ども読書の
日」のイベント等と同様に本年については、新型コロ
ナウイルスの影響により中止となりました。

文部科学省では引き続き、平成30年4月20日に
閣議決定された第四次「子供の読書活動の推進に関
する基本的な計画」に基づき、学校、図書館、読み
聞かせ等を行っている民間団体、家庭等と連携し、

「ブックスタート」、「ビブリオバトル」や「家読（うちど
く）」など様々な取組を通して、子供たちが自主的な
読書習慣を身に付ける取組を推進してまいります。

国民の間に広く子供の読書活動について関心と理解を深めるとともに、子供が積極的に読書活動を行う意欲を
高める活動について優れた取組を行っている学校、図書館及び団体（個人）を表彰しました。
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